









































































































































































ニューヨーク近辺の 5 つの大学（Nassau Community College, Rutgers, John 








































低基準として月 200 分×4 ヶ月に相当する学習時間を確保することが求め
られる。教員は，前期は 2 月（前年度）までに，後期は 8 月までに EM
推進センター（EM＝エンロールメント）という学生支援を目的とする部
署に申請し，認証を得て学生を募集する32）。
　2010 年度前期は，スキルアップ系 7 テーマ，探求系 3 テーマ，発信系










































グモデルの開発」 では，シニア学生と 18 歳学生を混成する LC の形成が
試みられた。













































































る構成になっている。1・2 年次の英語必修科目は 20～25 人のクラス単位
で設定されているため，同じメンバーが複数の科目を同時に履修するのは





































Presentation，Discussion，Writing の 4 科目を横断的にリンクするテーマを
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20）Laufgraben, J. L 著，杉谷裕美子　訳，前掲。
21）高野篤子「ラーニング・コミュニティを活用した教育の改善について」神戸大



































支援・学習支援を主題とした 7 つの教育プログラムが GP に採択されている。
38）関西国際大学の取組については，同大学高等教育研究開発センターの山田一隆
先生に情報提供のご協力をいただいた。






42）伊東留美・五島敦子「短期大学におけるボトムアップ型 FD ―「FD の実質化」
に向けて―」『南山短期大学紀要』第 37 号，2009 年，163―164 頁。
